ヘリコプターによる島根県の救命救急医療を学ぶ看護教育 by 別所 史恵 & Fumie BESSHO
− 89 −
ヘリコプターによる島根県の
救命救急医療を学ぶ看護教育
別所　史恵
概　　要
　平成23年６月13日に島根県にドクターヘリが導入されることから，ヘリコプター
による救命救急医療に対する理解を深めることを目的に，成人看護特論の講義の
演習を企画した。看護学生8名とともに防災ヘリとドクターヘリの見学，防災ヘリ
の試乗，救命救急センターの見学とその看護師の業務の追跡見学を行い，その内
容と結果をまとめた。学生は①ドクターヘリの導入が東部西部の医療格差を埋め
救命率の向上につながること②多職種多機関との連携③三次医療機能を持つ基幹
病院としての役割④フライトナースの能力⑤地域住民の協力の必要性などについ
て学んでおり，本演習の体験的学習の有効性が示唆された。
キーワード：ドクターヘリ，防災ヘリコプター，救命救急，看護教育，
フライトナース
Ⅰ．はじめに
　島根県は東西に細長く離島や中山間地を抱え
ており，かつ，近年医師不足が深刻な医療問題
となっている。医療情勢が益々厳しくなる中，
患者発生現場で医師の迅速な措置による救命率
向上，広域的な急患搬送による患者の身体的負
担の軽減や地域医療提供体制の維持・補完のた
め，全県を対象に医療分野で広範に活動できる
専用のヘリコプターの導入が求められていた。
　特に島根県は前述した地形の問題から救急搬
送が多く，ドクターヘリが導入されるまで防災
ヘリコプター（以後，防災ヘリとする）が担っ
ていた役割は非常に大きい。島根県の防災ヘリ
はもともと救急搬送が多いことから救助仕様で
はなく救急仕様で待機しており，装備変更にか
かる時間を短縮している。しかし，一度医師を
ピックアップすることが必要だったり，本来の
救助活動や災害対策などの業務も抱えていたり
することからフットワークは決して軽くはな
かったと考えられる。
　そして平成23年６月13日，島根県においても
全国で25番目となるドクターヘリの運航が開始
となった。現在日本国内23道府県27箇所でドク
ターヘリが運航されている（平成23年８月１日
現在）。ドクターヘリの経費は年間で１機２億
円程度であり（益子，2011），この莫大な運営
経費がドクターヘリ運航開始の足かせとなって
いたと思われる。しかし平成19年の「ドクター
ヘリを用いた救急医療の確保に関する特別措置
法」の制定により地方負担額の半分を地方交付
税で手当てすることが決定され，負担軽減に伴
いこの度島根県でも導入に至ることができた。
　平成23年度の成人看護特論においては，この
島根県のドクターヘリ導入という視点から災害
看護や救命救急に対する理解を深めたいと考え
演習内容を企画した。成人看護特論を選択受講
した８名の看護学生とともに防災ヘリとドク
ターヘリの見学，救命救急センターの見学など
を行った。特に防災ヘリに関しては試乗し，ヘ
リの機動性・迅速性，振動の少なさなどを体験
的に学習する貴重な体験ができたので報告す
る。
Ⅱ．平成23年度成人看護特論の目的
１）島根県を取り巻く医療情勢について考え，
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ドクターヘリの導入という視点から災害看護
に対する理解を深める。
２）医療機関，消防機関，市町村，県など多く
の機関の有機的な連携による安全で効果的な
ドクターヘリの運航について理解を深める。
３）三次救急について，救命救急センターとし
ての役割を担う県内の病院に赴き，役割，体
制，業務内容などについて理解を深める。
４）フライトナースになるために必要な知識や
技術，スキルが分かる。
５）ドクターヘリ（防災ヘリ）の役割と連携に
ついて考えることができる。
Ⅲ．平成23年度の講義・演習計画
　成人看護特論は，３年課程の看護短期大学3
年次前期に開講する「看護の統合分野」の必修
選択科目で１単位15時間（８回）である。具体
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的な演習計画を表に示す（表１）。
Ⅳ．学生の安全管理と倫理的配慮
　本演習は防災へリコプターへの試乗体験を伴
うものであることから学生の安全と倫理的配慮
を行った。学生にはヘリの搭乗に関しては強要
せず希望者のみとした。その結果，高所恐怖症
の学生はおらず，８名全員が搭乗を希望した。
また，学生が教育研究災害傷害保険に加入して
いることを確認し，大学に対して「学外授業実
施届」の文書を提出した。服装に関してはヘリ
の風圧により衣服がはだけたり物が飛ばされた
りしないよう安全な服装（具体的には白衣，ナー
スシューズ着用，装飾品不可）を指導した。また，
搭乗前には安全に搭乗できるよう注意事項をよ
く聞き隊員の指示に従って搭乗するように指導
した。ヘリの飛行に関しては天候，整備等十分
安全の配慮検討がなされているが，学生に対し
て事前に「気分不良が生じるかもしれないこと，
万が一の事故の発生などについても十分考慮し
たうえで，自らの意思で搭乗を希望し，搭乗時
の注意事項を遵守することを同意する」という
同意書に署名した上で演習にのぞんだ。その他
空港敷地内は立ち入り禁止区域であるため事前
に許可証の申請発行手続きが必要であり，学生
の氏名，生年月日，血液型などを報告し手続き
を行った。
　学生には演習中の写真の撮影に関して承諾を
得た。防災航空隊および県立中央病院の救命救
急センターに関しては，患者さんが写真に入ら
ないよう配慮することで写真撮影の許可を得
た。
　本取り組みを報告するにあたり，成績評価終
了後に学生の学びや演習風景の写真掲載に関し
て依頼文書にて成人看護特論を受講した学生８
名に協力同意を求めた。協力の有無により成績
や教育上の不利益を被ることはないこと，発言
に関して個人が特定できない形での学びの公表
であること，写真の掲載が不可の場合は申し出
てもらうこと等を説明し，書面にて８名全員か
ら同意を得た。
表1. 演習計画と内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回 月日 講義形式 内容 
1 4/13（水） 
9：00～ 
 10：30 
講義 ガイダンス 
2 
3 
6/10（金） 
9:30～  
12：00 
演習1 ＜ドクターヘリと防災ヘリの役割
と連携＞ 
防災航空隊（空港内）へ赴き業務
内容や防災ヘリの役割，医療機関の
連携などについて話を伺う。また，
防災ヘリ，ヘリ内の器材，訓練施設
棟の見学，ヘリの試乗を行う。 
4 
5 
6/13（月） 
10：00～  
12：00 
演習2 
 
＜救命救急センターの役割とフラ
イトナース＞ 
県立中央病院において救命救急
センターの役割や体制について話
を伺う。また，フライトナースにな
るためにどのような研修や日々の
訓練を行っているのか，どのような
人がフライトナースになれるのか
などインタビューを行う。屋上のヘ
リポートの見学や，患者の受け渡し
方法，搬入ルートの説明なども聞
く。 
6 
7 
13：00～ 
15:00 
演習3 
 
6月13日（月），14日（火），16
日（木），17日（金）のいずれの日
か１回2人１組となって，救命救急
センターにおいて，フライトナース
もしくはスタッフの見学・追跡実習
を行う。 
8 7/27（水） 
9：00～ 
 10：30 
講義 
（発表） 
課題：グループ内で発表テーマをい
くつか考え，それぞれ分担してパワ
ーポイント資料を作成し発表する。
成果物として資料・冊子にまとめ，
関係者に配布する。なお，後期の「災
害看護」の講義内においても発表す
る。 
表１　演習計画と内容
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 図１　出動要請の流れ（転院搬送の場合）
表２　防災航空隊のオリエンテーションの概要
Ⅴ．演習の具体的内容とその結果
１．ドクターヘリと防災ヘリの役割と連携
１）防災航空隊隊員からのオリエンテーション
　パワーポイントにより多くの写真資料ととも
に説明を受けた。オリエンテーションの概要を
表２に示す。
　島根県防災航空隊の運航体制は，総括管理者
（総務部長），運航管理責任者（消防防災課長），
防災航空隊（20名）で，防災航空隊の内訳は，
運航管理者（防災航空管理所長），隊長（運航
指揮者，1名），副隊長（３名），隊員（６名），
事務員（２名），CHS（セントラルヘリコプター
サービス）の操縦士（３名），整備士（２名），
運航管理者（１名），整備士・運航管理者（１名）
ヘリコプターによる島根県の救命救急医療を学ぶ看護教育
表2. リエンテーションの概要 
講師 林剛 副隊長 
日時 平成23 年６月10 日（金） 9：30～10：30 
内容 1. 島根県防災航空隊とは 
2. 防災航空隊基地について 
3. 島根県防災航空隊の運航体制 
4. 勤務体制 
5. 防災ヘリ所要時間 
6. 島根県防災航空隊の活動実績と出動件数 
7. 消防・防災ヘリコプターとは 
8. 全国航空消防隊ヘリコプター配備状況 
9. 管理運航方法 
1）防災航空隊（道県航空消防隊） 
2）消防航空隊  
10. 法律上の位置づけ 
11. 出動要請の流れ（転院搬送の場合） 
 
12. 火災消防活動（緊急運航）について 
1）被災状況等の情報収集・伝達活動 
2）空中消火活動 
3）消火資器材等の搬送13. 救助活動について 
14. 救急活動について 
1）傷病者の救急搬送 
2）転院移送 
15. 防災航空隊の活動について 
1）散水訓練 
2）救助訓練 
16. 防災航空隊資機材について 
 1）サーバーイバースリング 
 2）エバックハーネス 
 3 ） 減 圧 担 架  
17.質疑応答 
 
 
表3. 救命救急センターとフライトナースのオリエンテーションの概要 
講師 吉廻裕子 看護師長 
日時 平成２３年６月13 日（月）10：00～12：00 
内容 1. 県立中央病院が担う役割・使命 
2. 救命救急センター，救命救急外来とは 
3. スタッフ 
4. 業務内容 
5. 心得 
6. IC（インフォームドコンセント） 
 
7. ドクターヘリ 
1）目的    2）ドクターヘリの要請方法 
  3）搭載資器材 4）搬送患者の基準 
8 .  フライトナース 
1）人数    2）フライトナースの要件 
9. フライトナースの業務内容 
10. 質疑応答 
 
 
 
 
 
 
搬送要請病院
119
通報
転院発生
本要請
第1報又は要請
航空消防隊
出動準備
緊急出動
ヘリ必要！
119番追加情報
（患者情報・搭乗医
師・搭乗資機材等）
各機関との調整
（搬送先病院・
着陸場所等）
災害内容任務により
装備や資機材など
の搭載
A病院からB病院まで
の転院搬送です。
ヘリの出動して下さい。
○○市A病院で転院
搬送の依頼がありまし
た。ヘリでの搬送は可
能でしょうか？
搬送先病院
地上活動
場外支援 航空連携活動
要請機関（消防）
 
図 1 出動要請の流れ（転  
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である（平成23年６月現在）。勤務体制は，昼
間は８：30～17：15で，夜間は17：15～翌朝８：
30の２交替制である。防災ヘリは時速220㎞で
飛び，出雲から益田まで40分程度，隠岐まで30
分程度で到着可能である。平成22年度の防災ヘ
リの出動総件数割合は救急搬送95件（内夜間搬
送20件），救助活動８件，火災防御活動６件で
あった（島根県防災航空隊）。防災ヘリが飛べ
ないときには自衛隊，船など他機関と連携して
いることが分かった。防災ヘリの出動要請の流
れ（転院搬送の場合）については図示していた
だき，具体的に説明いただいた（図１）。その
他具体的な活動内容や救助用具について説明い
ただいたが，日ごろの十分な訓練の上に実践が
成り立っていることがよく分かった。
２）防災ヘリとドクターヘリ内の資器材・訓練
施設棟の見学，搭乗方法
　隊員から説明を受けた。この時防災ヘリ出動
の要請があり，患者搬送と空港内でのドクター
カーへの受け渡し場面に遭遇した。緊張感のあ
る場面に学生一同固唾を呑んで見守るとともに
すばやい連携に感動していた。
（1）ドクターヘリ内部の見学
　ドクターヘリが運航前ということもあり，同
じ空港敷地内にドクターヘリがあり見学の機会
に恵まれた。CHSの方から説明を受けながら，
ドクターヘリ内部の資器材を見学した（写真
１）。また，どのようにヘリにストレッチャー
で搭乗するのか，学生が患者役となり体験した
(写真２）。患者役はシートベルトで確実に固定
されていた。ドクターヘリ内には操縦士・整備
士の他，患者とその他４名が座れるようになっ
ており，座ったときの狭さを感じながらも空飛
ぶ救命救急室であることを実感した（写真３）。
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写真１　ドクターヘリの説明 写真３　ドクターヘリ内部
写真４　シートベルトの装着写真２　患者体験
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また，ヘリに乗るためにシートベルトの装着方
法を教わったが，車のシートベルトとは全く異
なるため難しく，隊員の介助が必要であった（写
真４）。
（2）防災ヘリの試乗
　ドクターヘリには試乗できないが，今回防災
ヘリの試乗を体験できた。搭乗の際はメイン
ロータやテイルロータが回転中であるため安全
に乗り込めるよう隊員の指示に従いゆっくり一
人ずつ順番に搭乗した。ドクターヘリと防災ヘ
リでは乗り込み口が左右異なっていた。島根県
の防災ヘリは隠岐への患者搬送が多く，ラン
ディングギア部分に海に着陸した場合の浮き袋
がある（矢印部分）ため乗り込む際に踏まない
（衝撃を与えない）ように注意を受け搭乗した
（写真５）。防災ヘリ内ではヘッドセットを装着
することで乗組員間の会話は可能であったが，
なければほとんど会話は不能なほどの音であっ
た（写真６）。航空敷地内は通常通り飛行機（旅
客機）の離発着もあるため，管制塔からの許可
があるまで飛び立つことはできなかった。学生
は３名ずつ３回に分け，空港から学生の学び舎
である大学までの往復のフライトを体験した。
片道ほんの数分で到着することができ，また揺
れも渋滞もないことからヘリコプターの有効性
を実感することができた。
（3）訓練棟内見学
　訓練等内を見学し，隊員の方が装備する備品
等を見せていただくことができた（写真７）。
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表３　救命救急センターとフライトナースのオリエンテーションの概要
写真５　防災ヘリの安全な搭乗
写真６　防災ヘリの試乗体験
写真７　訓練棟見学
表2. 防災航空隊のオリエンテーションの概要 
講師 林剛 副隊長 
日時 平成23 年６月10 日（金） 9：30～10：30 
内容 1. 島根県防災航空隊とは 
2. 防災航空隊基地について 
3. 島根県防災航空隊の運航体制 
4. 勤務体制 
5. 防災ヘリ所要時間 
6. 島根県防災航空隊の活動実績と出動件数 
7. 消防・防災ヘリコプターとは 
8. 全国航空消防隊ヘリコプター配備状況 
9. 管理運航方法 
1）防災航空隊（道県航空消防隊） 
2）消防航空隊  
10. 法律上の位置づけ 
11. 出動要請の流れ（転院搬送の場合） 
 
12. 火災消防活動（緊急運航）について 
1）被災状況等の情報収集・伝達活動 
2）空中消火活動 
3）消火資器材等の搬送13. 救助活動について 
14. 救急活動について 
1）傷病者の救急搬送 
2）転院移送 
15. 防災航空隊 活動について 
1）散水訓練 
2）救助訓練 
16. 防災航空隊資機材について 
 1）サーバーイバースリング 
 2）エバックハーネス 
 3 ） 減 圧 担 架  
17.質疑応答 
 
 
表3. ンターとフライトナースのオリエンテーションの概要 
講師 吉廻裕子 看護師長 
日時 平成２３年６月13 日（月）10：00～12：00 
内容 1. 県立中央病院が担う役割・使命 
2. 救命救急センター，救命救急外来とは 
3. スタッフ 
4. 業務内容 
5. 心得 
6. IC（インフォームドコンセント） 
 
7. ドクターヘリ 
1）目的    2）ドクターヘリの要請方法 
  3）搭載資器材 4）搬送患者の基準 
8 .  フライトナース 
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２．救命救急センターの役割とフライトナース
１）救命救急センター看護師長からのオリエン
テーション
　オリエンテーションの概要を表３に示す。
　島根県立中央病院は，県内全域をエリアとし
三次医療機能を持つ基幹的病院である。三次救
急医療とは一刻を争う重篤な救急患者に対応す
る救急医療であり，複数診療科にわたる特に高
度な処置が行える「救命救急センター」を有す
る。島根県は東西に長くという地形的な現状が
あり中央病院が担う役割・使命は大きいという
ことを師長の話によって改めて理解し実感する
ことができた。救命救急センターでの業務内容
については，①救命救急外来での看護業務を直
接に専従担当する。②ドクターヘリ（防災ヘリ）
救急車等，来院患者に対して原則そこまで出向
き迎える。③患者のトリアージ，判断を行う。
④患者，家族などに対して精神的なフォローを
行う。⑤診療等に対して，看護サイドから助言
を行う。⑥検査中の観察の実施。⑦患者への指
導・フォローアップを行う。⑧感染症対策。⑨
電話対応・相談の実施。⑩一般看護業務。機
器，機材，物品の準備・管理・補充・点検など
多岐にわたる。また，ドクターヘリについても
説明を伺った。ドクターヘリ導入の目的は２つ
あり，１つは救命率の向上，もう１つは後遺症
の軽減（搬送時間の短縮）である。県立中央病
院ではドクターカーも所有しており，救命士，
医師が現場にすぐ駆けつけることができるが西
部など遠いところまではいけないので，今後ド
クターヘリの担う役割が大きいとのことであっ
た。ドクターヘリでの搬送患者の基準として
は，「外傷」特に高エネルギー障害（自動車事
故により跳ね飛ばされた，高いところから落ち
たなど），「窒息」「生き埋め」「おぼれた」「泥
酔」「落雷」「傷害（撃たれた，さされた）」「循
環不全」「心肺停止」「アナフィラキシーショッ
ク」「熱中症」「低体温症」等であることが分かっ
た。フライトナースについても説明を具体的に
伺った。県立中央病院では平成23年６月現在６
名のフライトナースがいるとのことであった。
このフライトナースになるための要件として
は，看護師経験５年以上，救急看護の経験が３
年以上又は同等の能力，リーダーシップが取れ
ること，BLS（一次救命処置）の研修を受けて
いること，ACLS（二次救命処置）の研修を受
けていること，JPTEC（外傷に対する応急処置）
の研修を受けていること，その他救急車やドク
ターヘリのの同乗訓練や日本航空医療学会のフ
ライトナースの研修をうけていることがあげら
れる（島根県立中央病院の場合）。フライトナー
スの業務内容は，主に診療の補助業務であるが，
人的物的環境的にも限られた医療資器材のなか
でこれらが使いこなせ，かつ臨機応変さも必要
であること，他職種との連携・コーディネート・
連携する力が必要なこと，フライトナースも安
全にヘリを運航するスタッフの一員であること
から安全管理を行うことも業務内容である。
　救命救急における看護やフライトナースにつ
いては学生の関心が高く多くの質問があった。
学生の質問を（1）救命救急の看護（2）フライ
トナース（3）ドクターヘリ，とまとめて以下
に述べる。
（1）救命救急の看護について
　学生からは，「救急外来に新卒が入る可能性
はあるのか」「救急外来で問診する看護師に必
要な経験年数」や，「どのくらいの一般病棟で
の経験年数が救命救急に必要なのか」「どうい
う人が救命救急科に向いているか」など，どう
したら救命救急の看護師になれるのかといった
質問が多くあった。このことに関して師長から
は，新卒では知識が必要で現実的には難しいか
もしれないこと，救命救急外来の看護師の経験
年数は決まっていないが現状では４年目以上が
対応しているとのことであった。また，看護師
の資質については「誰でも向いていると思う。
この人は無理ということはない。外来は一人で
やることも多いため新卒では難しいかもしれな
い。しかし，向いているか向いていないかは決
められない」と励ましていただいた。
　また「救命病棟の患者の入院期間はどのくら
いか」「救命救急科の患者さんとはどのような
診断の人か」といった救命救急の患者の様子を
質問したり，「電話相談の対応の仕方」「外来で
のトリアージ方法」などの具体的な業務内容に
関しても質問があった。
（2）フライトナースについて
　学生から，「研修はどのくらいかかるのか」
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「希望する人は多いのか」「だれでもなりたいひ
とがフライトナースになれるのか」など，どう
したらフライトナースになれるのかといった質
問が多くあった。フライトナースの研修では
ACLS，BLS，JPTECに１日，ドクヘリの同乗
訓練は数日かかるとのことで研修そのものはそ
れほど日数がからないが，交代で研修にいける
体制をとる必要があるため，施設内でフライト
ナースを育成しようと思うとある程度期間がか
かるということであった。また，現在のフライ
トナース６名も今年育成しようと思っている４
名も自ら志願したとのことであった。フライト
ナースの資質に関して師長は「誰でもできると
思う。何でもやってみないとわからない。誰で
も可能性を持っている。」と学生に希望を与え
てくれた。
　また，「フライトナースの体制はどうなって
いるか」という質問に対しては，救命救急のス
タッフであり，夜勤（３or２交代）も実施して
いるとのことであった。ドクターヘリは昼間の
みなので，その時間帯をカバーするために日中
２人体制で，早出フライトは8：00～16：45，
遅出フライトは11：00～19：45となっている。
通常は外来業務をしているが要請があれば5分
以内にフライトするため手のかかる処置には入
れないとのことであった。
（3）ドクターヘリについて
　学生から，「ドクターヘリは夜飛ばないが，
夜間はどう対応するのか」「ドクターヘリはど
のくらい飛ぶのだろうか」「誰が要請するのか，
誰が説明するのか」といった質問も聞かれた。
これらに関しては，夜間は防災へリや自衛隊の
ヘリが飛ぶこと。ドクターヘリがどのくらい飛
ぶかに関しては，まず要請してもらうためにド
クターヘリを知ってもらう必要があるため，勉
強会・説明会・広報には県内あらゆるところに
出向いて今まで行ってきたとのことであった。
ドクターヘリの要請については消防署が行い，
CS室（コミュニケーションスペシャリストルー
ム）にすべて情報があつまり，多機関が連携し
ているとのことであった。
２）救命救急センターの見学
　救命救急外来を主に見学した。外来内の様子
やドクターカーも見学した（写真８）。
３）救命救急外来における看護師見学実習
　学生は２人一組となり，フライトナースやス
タッフについて実際の救急看護について見学し
た（写真９）。２時間という短い時間ではあっ
たが，次々と運び込まれる患者さんとそれらに
対処対応するスタッフの様子をみて，即時の判
断を行っていることを目の当たりにした。また
フライトナースが搬送した患者の様子を詳しく
申し送る様子や，その患者の家族に対して優し
写真８　救命救急外来見学
写真９　実際の看護場面を見学
写真10　フライトナース装備品
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く対応説明している姿を見ることができ，落ち
着いてスムーズに対応するスタッフに学生は感
動していた。その他フライトナースの装備品の
実際をみたり（写真10），ＣＳ室の見学も行った。
フライトナースの装備品はコンパクトに収納さ
れており，胸腔ドレナージにおいてはセットを
あらかじめ組んである状態にしてあり，直ちに
処置ができる工夫が見られた（写真11）。学生
によっては見学のみではなく，患者さんの体位
を少し保持させてもらったり，物品をとるのを
手伝ったりをさせていただいたようである。そ
のようなことでも学生にとっては大きな喜び
だったと語っていた。
３．学生の学び
　これらの演習から学生は以下のように学びを
まとめた。考察は，平成23年度成人看護特論の
目的に沿って考察された。
考察結果①：島根県を取り巻く医療情勢につい
て考え，ドクターヘリの導入という視点から災
害看護に対してどのように考えたか。
　島根県の医療情勢は現在西部は東部に比べて
医師不足が著しく医療提供が十分ではない。ま
た島根県は東西に細長いためこれまでは迅速な
医療提供が難しかった。しかしドクターヘリの
導入によってこれまでよりも医療・看護が充実
し，格差の軽減，救命率の向上が期待されると
考える。
考察結果②：医療機関，消防機関，市町村，県
など多くの機関の有機的な連携による安全で効
果的なドクターヘリの運航についてどのように
考えたか。
 多職種・多機関との連携により，フライトが
可能か，着陸場所の指定，救急車やドクターカー
との引継ぎ，病院の受け入れなどがスムーズに
行うことができる。それらの適切な判断により
充実した医療提供，看護提供が行える。そして
救命率も向上すると考える。
考察結果③：三次救急について，救命救急セン
ターとしての役割を担う県内の病院に赴き，役
割，体勢，業務内容などについてどのような理
解を深めることができたのか。
　三次救急センターとは，救急医療の中核とし
て，重症患者の急性期治療を専門に行う病院の
ことである。つまり，救急業務に携わる諸機関
からの受け皿となりより高度な救急医療を提供
しなければならない。業務内容としては，三次
救急患者の受け入れと初療，高度な救急治療機
器（血管撮影装置・CT・MRIなど）を用いた
高度先進救急治療，重症救急患者の救命救急医
療および集中治療などがある。三次救急では受
け入れを拒むことはできないので，迅速に治療
を行い，できるだけ受け入れができるような環
境をつくらなければならない。
考察結果④：フライトナースになるために必要
な知識や技術，スキルは何か。
　フライトナースを目指している看護師は少な
くはない。フライトナースは目指そうと思えば
誰でも目指せるものである。しかし，フライト
ナースはフライトドクターの指示を待つのでは
なく，患者をトリアージし，次に必要な処置は
何かを考える必要があるため医師と共通の認識
に基づいて判断・行動できるようになるスキル
が必要であると考える。また，ドクターヘリは
一度出動したら医療器具を取りに帰ることはで
きず，且つスペース確保および重量の問題から
人命救助のために最小限のものしか携行されて
いない。その必要最小限の資源を活用するため
の工夫が必要であり，処置をいかにスムーズに
行い迅速な人命救助になるかの柔軟な考え方も
必要であると考える。加えて，患者や家族は精
神的に混乱していると考えられるため，精神的
に安定できるような声かけも必要である。以上
のことがフライトナースには求められると私た
ちは考えた。
考察結果⑤：ドクターヘリ（防災ヘリ）の役割
写真11　胸腔ドレナージセット
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と連携について考えたことは何か。
　島根県は東西に長く離島や中山間地域を抱え
ている。また医師不足が深刻な問題となってい
る。患者の搬送や医師の移動が短時間でできる
点で，ドクターヘリは島根の医療において重要
な役割を果たしていると考えた。消防や病院な
どの機関の連携はもちろんだが，それだけでな
く地域住民の協力も必要だと考える。ドクター
ヘリは音が大きいため地域住民の負担は大き
い。しかし，地域住民がドクターヘリの役割を
理解し，地域を含めて連携していくことが1 人
の命を救うことにつながるのではないかと考え
た。
Ⅵ．考　　察
　学生は，ドクターヘリが島根県に導入された
ことから，島根県の医療情勢や他機関との連携
によってドクターヘリや防災ヘリが運航されて
いることを理解することができた。また，救命
救急センターの見学を通して救急医療の中核と
して，受け皿として，そして医療を求める全て
の患者を受け入れる基幹病院の役割について理
解することができた。救命救急センターで師長
のオリエンテーションや見学実習では，フライ
トナースが医師との共通認識に基づいた判断・
行動力，必要最小限の資器材での処置をするた
めの知識と工夫，柔軟さ，精神的ケアが必要で
あることなどを理解していることがうかがわれ
た。さらに学生は，地域住民の協力の必要性に
まで考えを深めることができており，ヘリコプ
ターによる島根県の救命救急医療を学ぶ成人看
護特論の目的は概ね達成され，成果があったと
考えられる。
　しかし，今後課題としては５つあると考えら
れた。まず１つ目は，島根県におけるヘリコプ
ターの効果的活用についてさらに学生の学びを
深めることである。島根県は東西に細長く離島
を抱えていることから，今後ドクターヘリや防
災ヘリでの患者搬送に関してニーズが増えるこ
とが予測される。救命率の向上に関しては，搬
送時間の短縮による効果は確かに期待できる
が，島根県全土をカバーする救命率の向上にな
るのかは今後の成果報告を待ちたい。2005年の
国際航空医療学会では，ドイツでは15分以内に
84％，20分以内に94％，25分以内に97％の患者
が医療を開始していることが報告され，2007年
ロンドンでは75％の患者に対して８分以内に現
場で医療が開始されていることが報告されて
いる（益子，2011）。ドクターヘリは半径50～
70kmに１機配備されることが理想といわれて
いる（岩崎，2009）。救命効果を高める15分ルー
ルが欧州では基準となっており，そのためドイ
ツの国土面積35万7000平方キロに対して80機の
ドクターヘリが配備されているのに対して，日
本の37万8000平方キロでは約85機必要である計
算になるが，現在27箇所での運航でまだまだ不
足との指摘もある（西川，2009）。経費のこと
など多くの問題を抱えるが「患者さんのために
は何が最善か」ということを医療者として，ま
た，いつか自分自身が救急医療を必要とする患
者になるかもしれない一地域住民として今後も
学生とともに考えていきたい。
　２つ目の課題としては，防災ヘリとドクター
ヘリの連携体制についての学びをさらに深める
ことである。学生は，防災ヘリは捜索・救助，
病院搬送，離島・へき地の医療搬送に有用で，
ドクターヘリは救急現場への医師派遣，現場か
らの患者搬送に有用であるというそれぞれの有
用性は理解できたが，どのような連携体制なの
かについて理解することは難しかった。また，
島根県は東西に細長いため，他県の病院への患
者搬送が有効な事例も多いと考えられる。ドク
ターヘリの間接的な効果として防災ヘリを含め
た航空機による広域搬送の理解の促進があると
いわれており（諏訪，2006），この点について
も今後理解を深めていく必要があると考えられ
る。しかしドクターヘリは導入されたばかりで
あるため，今後の実践を通して防災ヘリとドク
ターヘリの連携体制の構築も進んでいくと考え
られるので見守っていきたい。
　３つ目の課題は，救命救急センターの機能に
ついての学びを深めることである。今回主に救
命救急外来を中心に見学させていただいたが，
三次医療，救命救急を担うということは受け入
れ口だけでは機能しない。集中治療室，検査室，
救命救急病棟，手術室など，院内のバックアッ
プ体制も重要である。またハード面のみならず，
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そこで働くすべてのスタッフの認識やサポート
で病院が成り立っていることをについて理解を
深めていきたい。
　４つ目の課題として，フライトナースや救命
救急における看護について，具体的な事例や看
護実践をイメージできるような教育を今後考え
ていく必要性を感じた。フライトナースにあこ
がれている看護学生は少なくなかったので，「フ
ライトナースは誰でもなれる可能性がある」と
いう看護師長の話をうれしく感じ，今後自分た
ちがスキルアップしていく必要性も理解できた
と考えられる。しかし今回の演習では概要しか
学べなかったので今後の課題としたい。
　最後の５つ目の課題としては，地域住民の理
解とヘリコプターにおける救命救急医療の架け
橋についてさらに学生とともに考えることであ
る。今回の演習を通して救命救急に携わる方々
の使命感と，住民に理解してもらいたいという
願いを感じることができた。我々県民，地域住
民のための防災ヘリ，ドクターヘリであるのに
もかかわらず苦情は寄せられている現状があ
る。しかし騒音の苦情がある反面，ドクターヘ
リの活躍そのものが地域住民の救急医療に対す
る理解を深めるといわれている（諏訪，2006）。
今後の島根県のドクターヘリ導入後の成果や災
害看護・災害医療を取り巻く状況から，国内の
ドクターヘリの数が増えることも考えられ，ま
た夜間もドクターヘリが飛んで欲しいという要
望も出てくる可能性もある。そうなると，ます
ます地域住民に向けたヘリや救急医療に関する
教育・研修が必要となってくると考えられる。
学生の中にもヘリコプターの騒音に関する問題
意識が強いことが明らかとなったので，この問
題について引き続き考えていきたい。
Ⅶ．おわりに
　多くの内容と目的を盛り込んだため，学生の
理解や学びの達成状況を懸念していたが，学生
は概ね全ての目標に対して学びを得ていること
が分かった。限られた時間の中で多くのことを
学ぶことができたのは，患者の救急搬送，救命
救急，救助，初期医療などを実際に見て感じ，
患者の命を救ってつないでくださる方々がいる
ということを体験的に実感として理解すること
ができたことが大きいと考えられる。
　今回ヘリコプターを通して救命救急医療の理
解を深め，その重要性，期待，可能性について
学ぶことができた。今後はドクターヘリ導入後
の変化や成果，実践を通した防災ヘリとドク
ターヘリの連携体制の構築状況，島根県にとど
まらず，救命急医療体制としての他県との協力
などの広域搬送などについても学び，学生とと
もに広い視野で救命救急医療の理解を深めてい
きたい。
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